
　平成22年４月から平成23年１月までに、市内で交通事故により救急搬送された受傷者の傷病程度の割合は、

歩行者の事故が最も重症化の傾向が高くなっています（図１参照）。また、交通事故により救急搬送された

歩行者のかたは、子どもや60歳以上のかたに多く見られます（図２参照）。

　運転者は、横断歩道を横断しようとしている人を見かけたら一時停止するなど、歩行者への思いやりある

運転を心がけ、交通事故の発生を防ぎましょう。 問セーフコミュニティ推進室☎516777

今日も無事でいてほしい みんなでつくる安全安心とわだセーフコミュニティ

2011年（平成23年）４月号　広報 10

図１：交通事故により救急搬送された
　　　受傷者の傷病程度の割合

図２：年代別交通事故受傷者（歩行者）
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重症…３週間以上の入院を
必要とするもの。
中等症…入院を必要とする
もので重症に至らないもの。
軽症…入院加療を必要とし
ないもの。

　４月７日㈭から13日㈬は、「新入学（園）児の交通事故防止運動」期間です。
　新入学（園）児を交通事故から守り、正しい交通ルールと交通マナーの実践を習慣づけましょう。

問十和田警察署☎㉓3195

①「飛び出し」の防止をしっかり指導しましょう。
②「しっかり」見ることの意味、大切さを子どもの目の高さで指導しましょう。
③通学（園）路を実際に見て確認し、安全な横断の仕方を指導しましょう。
④信号が青でも右左折車などが来ることを理解させ、常に左右の安全を確認するよう指導しましょう。
⑤注意するときの「声がけ」は具体的に分かりやすくしましょう。

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申し込み先　総務課広報男女参画係☎51 6702
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☎0176-51-4317　住所　十和田市西二番町８-４
アカシアの森法律事務所　弁護士　今井　正

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもし
れません。一度ご来所いただくだけです。お電話ください。

借金の相談無料、任意整理１社２万５千円
①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

消費者金融が倒産する前に！

②金利が２５パーセント前後だった。


